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田
ノ
口
小
学
校
の
東
側
の
渓
流
の
そ

ば
の
山
す
そ
に
、
約
１
０
０
㎡
ぐ
ら
い

の
竹
で
囲
ま
れ
た
平
地
が
あ
り
ま
す
。

　
国
道
か
ら
３
〜
４
ｍ
登
れ
ば
田
ノ
口

古
墳
に
着
き
ま
す
。
入
り
口
に
「
高
知

県
史
跡
田
ノ
口
古
墳
」
と
い
う
碑
が
あ

り
ま
す
。

※
昭
和

２８（
１
９
５
３
）年
高
知
県
お
よ

び
黒
潮
町
文
化
財
指
定
。

　
　

　
田
ノ
口
古
墳
は
横
穴
式
石
室
古
墳
で

す
。

　
明
治

４０（
１
９
０
７
）年
、
土
地
の
所

有
者
・
松
田
徳
治
が
畑
地
開
墾
中
に
発

見
し
た
も
の
で
す
。
古
墳
時
代
後
期
（
６

世
紀
末
）
の
も
の
で
、
黒
潮
町
唯
一
の

古
墳
で
す
。

　
発
見
以
来
損
傷
さ
れ
て
全
貌
は
完
全

に
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
墳
丘
は
円
形

だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
羨
道（
玄

室
に
通
じ
る
道
）
は
破
壊
し
つ
く
さ
れ
、

玄
室
（
棺
を
納
め
る
部
屋
）
の
み
残
さ

れ
て
原
形
は
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
玄
室
】
奥
行
　
　
１
・

６３
ｍ

　
　
　 

中
央
幅
　
１
・

２５
ｍ

　
　
　 

入
口
幅
　
１
・

３８
ｍ

 
玄
室
の
入
り
口
は
、
西
南
の
旗
山
神

社
の
方
向
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　
副
葬
品
は
散
逸
し
て
不
明
で
す
が
、

黄
色
の
瑪
瑙
の
曲
玉
が
出
土
し
て
い
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
古
墳
の
西
南
方
面
に
は
、
蛎
瀬
川
を

へ
だ
て
て
旗
山
神
社
の
森
が
あ
り
、
真

南
の
方
向
に
は
馬
野
々
平
野
が
つ
ら
な

っ
て
い
ま
す
。

　
弥
生
時
代
に
は
、
人
々
は
河
川
の
流

域
に
定
住
し
て
農
業
を
主
と
す
る
の
が

一
般
的
と
な
り
ま
し
た
。
黒
潮
町
で
も

蠣
瀬
川
流
域
の
水
利
の
便
の
よ
い
田
の

口
地
域
は
、
そ
の
時
代
か
ら
の
稲
作
地

帯
と
し
て
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と

思
わ
れ
、こ
の
古
墳
は
こ
の
地
域
の
支

配
者
の
墓
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
上
田
の
口
地
区
を
流
れ
る
蛎
瀬
川
は
、

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
「
西
大
方
駅
」
の

や
や
西
側
で
、
羊
歯
の
川
と
合
流
し
て

い
ま
す
。

　
そ
の
２
つ
の
川
に
囲
ま
れ
た
北
西
側

に
連
な
る
山
が
、
か
つ
て
「
田
ノ
口
銅

山
」
と
し
て
銅
を
採
掘
し
た
地
域
で
す
。

　
バ
ス
停
「
田
ノ
口
森
」
の
北
側
の
銅

山
橋
を
渡
り
、「
銅
山
谷
」
と
い
わ
れ

る
地
区
の
入
り
口
の
広
場
に
、
小
さ
な

丸
石
の
墓
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
墓
は
、
昭
和

３６（
１
９
６
１
）年

に
建
て
ら
れ
た
比
較
的
新
し
い
も
の
で

す
が
、
銅
山
の
採
掘
に
関
係
し
犠
牲
に

な
っ
た
人
た
ち
も
合
祀
し
て
あ
る
そ
う

で
す
。

　
地
区
内
の
「
銅
山
谷
川
」
に
沿
っ
て

北
側
に
登
っ
た
山
に
本
抗
跡
が
数
抗
、

そ
の
東
の
谷
に
２
抗
、
西
の
谷
に
数
抗
、

ま
た
丸
山
に
も
梅
の
木
抗
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。（
町
史
に
よ
れ
ば
坑
道
口

は
１２
本
。）

　
こ
の
銅
山
の
歴
史
は
古
く
て
長
く
、

江
戸
時
代
の
藩
営
か
ら
最
後
の
昭
和
鉱

業
に
よ
る
発
掘（
昭
和

１１
年
〜
同

１２
年
）

ま
で
２
３
０
年
余
り
、
そ
の
う
ち
実
際

に
発
掘
さ
れ
た
年
数
も

７０
年
余
り
に
及

ん
で
い
ま
す
。

　
土
地
の
古
老
の
話
で
は
、
銅
山
が
一

番
栄
え
た
頃（
明
治
時
代
）に
は
３
０
０

人
ほ
ど
の
人
が
働
い
て
お
り
、
地
区
に

は
旅
館
、
料
亭
、
診
療
所
、
駐
在
所
ま

で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
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『
田
ノ
口
古
墳
』

○
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
 

文
化
振
興
係（
大
方
あ
か
つ
き
館
内
） 
蕁
4
3
―
2
1
1
0（
直
通
）

せ
ん
ど
う

し

だ

め

か
き

せ

の
う

ま
が

た
ま

■ 

古
墳
の
概
要

■ 

葬
ら
れ
て
い
た
人

■ 

田
ノ
口
銅
山
跡

た

の

く
ち
ど
う

ざ
ん
あ
と

管理は田ノ口小学校にもご協力いただいています。

銅山谷の入口にある墓


